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中国歴史の上，「五胡十六国」時期はきわめ
て特別の時期である。いわゆる五胡（匈奴，鮮
卑，羯， ，羌）はこの時期において黄河流域
で相次いで二十あまりの政権をうち立てた。五
胡によって創られた国々が漢族及び多くの少数
民族を支配することは，中国歴史の上初めての
ことである。五胡国家がいかなる官僚制度でそ
の支配を維持していたかという問題は歴史学者
に対して興味深い問題であり，これまで中外の
学者は十六国時期の官僚制度を様々の角度から
研究し，多数の成果を挙げた。本文はこれらの
研究を踏まえ，管見を述べたい1）。
Ⅰ 十六国官僚制度と魏晋官僚制度
との継承関係及び十六国官僚制
度の特徴
十六国時期，内遷して政権を建てた諸少数民
族は異なる歴史，文化を持ち，中原に遷移する
原因，時期などもそれぞれ異なるが，十六国諸
政権が最終的に魏晋漢族政権を模倣して創った
と言っても過言ではないとおもう。支配体制の
中の官僚制度も例外ではない。以下，最高統治
者の称号，中央官僚，軍事官僚と地方官僚の四
つの側面からこの問題について検討したい。
１．最高統治者の称号
五胡国家の統治者たちは政権をうち立ててか
ら，一歩一歩とその官僚システムを完備させた。
五胡国家の最高統治者の称号はそれぞれ異なる
が，数多くの最高統治者は最終的に「皇帝」と
いう称号を選んだ。例として，成漢の李雄，漢
趙の劉淵，劉聡，劉曜，後趙の石勒，石虎，前
燕の慕容儁，慕容 ，前秦の苻健，苻生，苻丕，
苻登，後秦の姚興2），後燕の慕容垂，慕容宝，
慕容盛，南燕の慕容徳，慕容超，夏国の赫連勃
勃などは最終的，もしくは一時的に「皇帝」と
いう称号を使った。
これらの最高統治者の中，天王或いは王と称
したものもいる。たとえば，北燕の馮跋，馮弘，
南涼の禿髪 檀，西秦の乞伏乾帰，乞伏熾磐，
後涼の呂光，呂纂，呂隆，北涼の沮渠蒙遜，沮
渠牧 は天王或いは王の名称を使った。
このほかに，漢族に建てられた政権は晋の正
朔を奉じていたので，その最高統治者は「帝」
の称号を使わず，「王」と称していた。たとえ
ば前涼をうち立てた張氏は，「公」，「牧」など
の称号を使い，「帝」と称えたのは極短い時期
であった3）。
要するに，十六国の最高統治者の中，最終的，
或いは長期的に「帝」と称したのは九カ国があ
り（成漢，漢趙，後趙，前燕，前秦，後秦，後
燕，南燕，夏），天王或いは王の称号を使った
のは五カ国ある（北燕，南涼，西秦，後涼，北
涼）がある。このほかに，「公」と称えたのは
わずか二カ国（後涼，西涼）がある。魏晋制度
においては，「帝」，「王」，「公」の称号が厳し
く区別されている。最高統治者の称号はその国
家制度のランクを表す指標である。十六国時期
において，各国の最高統治者に使われた称号に
違いがあり，このために，各国の官僚制度も異
なっている。つまり，十六国の諸政権はいずれ
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も魏晋制度を踏襲したが，各国はなおそれぞれ
各自の特徴をもっている。これは十六国官制を
検討するとき注意すべきことである。もちろん，
前涼の張駿は「西平公」と称えたが，前涼の官
僚制度は「擬於王者，而微異其名」と記載され，
最高統治者が天王と称した諸国も同じようなや
り方をとったこともある。
２．中央官僚
丞相，相国 秦漢から魏晋にかける各王朝に
すべてこの官職を設け，これを百官のトップに
していた。五胡に建てられた諸政権（北燕を含
む）の中，最高統治者が「帝」や「王」と称し
た諸国にほとんど丞相あるいは相国を設けてい
た。左右丞相を分設した国もある。紙面の関係
で，具体的な例を割愛する。
太宰，太傅，太保 『晋書』巻二四職官志に，
「太宰，太傅，太保，周之三公官也。魏初唯置
太傅，以鐘 為之。末年又置太保，以鄭沖為之。
晋初以景帝諱故，又採周官官名，置太宰以代太
師之任，秩増三司，与太傅，太保皆為上公，論
道経邦，燮理陰陽，無其人則闕。」とある。五
胡政権の中，三公を設けた国が多い。史料によ
れば成漢に太宰の李国，太師の董皎，太保の李
始，李 ，太傅李驤がいる。漢趙に太師の劉景，
范隆など，太宰の劉曜，劉歓，劉延年，劉易，
劉雅，王祥。太保の劉殷，王育，劉延年，許避，
劉昶，呼延晏，傅祇（追贈）がいる。後趙に太
宰の趙庶，太傅の條攸，太保の桃豹，石沖がい
る。前燕に太宰の慕容恪，太傅の慕容評，余蔚，
太師の慕輿根，太保の段崇がいる。前秦に太師
の魚遵，苻纂，太傅の毛貴。後秦に太宰の姚紹
がいる。後燕に太師の庫辱官偉，太保の段崇，
太宰の苻模がいる。西秦に太傅索稜がいる。
太尉，司徒，司空 『通典』巻二十「職官」
に，「（前略）周時，司徒為地官，掌邦教。秦置
丞相，省司徒，漢初因之。至哀帝元寿二年罷丞
相，置大司徒。後漢大司徒主徒衆教以礼義，凡
国有大疑大事与太尉同。（中略）魏黄初元年改
為司徒。晋司徒與丞相通職，更置迭廃，未嘗並
置。至永嘉元年始両置焉。」とある。また，「司
空，古官。（中略）秦無司空，置御史大夫，漢
初因之。至成帝綏和元年，始更名御史大夫曰大
司空。（中略）魏初又置司空，冠綬及郊廟之服
與太尉同。」とある。五胡政権に最高統治者が
「帝」あるいは「王」と称えた国はほとんど三
公を設けていた。たとえば成漢に太尉李離，李
国，張宝，司徒の李雲，王達，何点，司空の趙
粛，上官惇がいる。漢趙に大司徒の劉歓楽，劉
聡，馬景，劉殷，劉裕，劉雅，劉励，游子遠，
崔岳（追贈），劉綏，劉昶，劉述，司徒の郭 ，
太尉の范隆，王彰，劉咸，劉易，大司空の劉延
年，呼延晏，馬景，劉景，朱紀，王育，呼延翼，
曹恂（追贈），卜泰，司空の呼延晏，馬景，劉
均がいる。後趙に太尉の石虎，張挙，郭殷，李
農，司徒の申鐘，李農，司空の李農がいる。前
燕に太尉の封裕，皇甫真，司徒の慕容評，司空
の陽 ，皇甫真，李洪がいる。前秦に太尉雷弱
児，毛貴，魚遵，苻菁などがいる。後秦に太尉
の姚旻，索稜，司徒の尹緯（追贈）がいる。後
燕に太尉庫辱官偉，司徒の慕容徳，慕容隆，司
空の慕容楷，張崇，慕容紹がいる。南燕に太尉
の封孚，慕容鎮，司徒の慕容鐘，慕容恵，司空
の慕容麟，慕輿抜，鞠仲がいる。後涼に太尉の
呂纂，司徒の呂弘がいる。北燕に司徒の馮弘が
いる。南涼に太尉の禿髪倶延がいる。夏国に司
徒の赫連定籌がいる。
大司馬 『晋書』巻二四職官志に，「大司馬，
古官也。漢制以冠大將軍，驃騎，車騎之上，以
代太尉之職，故恒與太尉迭置，不並列。及魏有
太尉，而大司馬，大將軍各自為官，位在三司上。
晋受魏禅，因其制，（中略），凡八公（すなわち
太宰，太傅，太保，太尉，司徒，司空，大司馬，
大將軍である）同時並置，唯無丞相焉。自義陽
王望為大司馬，後定令如旧，在三司上。」とあ
る。五胡政権の中で，この官職を設置した国も
ある。たとえば，漢趙に大司馬の劉景，劉聰，
劉洋，劉和，劉曜，張茂，石勒，劉胤などがい
る。後趙に大司馬の石斌，李農がいる。前秦に
大司馬の苻安，雷弱児，苻融，苻纂がいる。前
燕に大司馬の慕容恪，慕容沖がいる。後涼に大
司馬呂弘がいる。後燕に大司馬の慕容農がいる。
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北燕に大司馬の馮素弗がいる。
開府儀同三司 『晋書』巻二四職官志に，「開
府儀同三司，漢官也。殤帝延並元年， 隲為車
騎將軍，儀同三司。儀同之名，始自此也。及魏
黄権以車騎將軍開府儀同三司，開府之名，起於
此也。」とある。三司は三公（太尉，司徒，司
空）のことを指す。これは三公ではない官僚に
三公の待遇を与えるときよく使う言葉である。
とくに加官の場合，この称号がよく与えられる
のである。五胡政権の多くはこの職を設けて，
加官としていた。たとえば漢趙に儀同三司の范
隆，陳元達，卜泰などがいる。劉曜，游子遠，
石勒，劉胤などにも開府儀同三司の職が授与さ
れた。後趙の蒲洪，蒲健，前秦の王猛，張天錫，
苻融，梁平老，楊定，王統，毛興，楊壁，王騰，
苻沖，苻登，徐嵩（追贈）なども開府儀同三司
の職を受けた。前燕の慕容重，後燕の張崇は儀
同三司の職を得たことがある。北燕は馮万泥，
孫護に開府儀同三司の職を加えた。南燕の慕容
超は開府をしたことがあり，慕容鎮にも開府儀
同三司の号が加えられたことがある。
特進 この職も加官である。「二漢及魏晋以
加官従本官車服，無吏卒。（中略）特進品佚第
二，位次諸公，在開府驃騎上4）。」五胡政権のな
か，この加官の職を設立した国は少ない，管見
のかぎり，漢趙は王弥，晋の懐帝，台産などに
特進を加えた事例があり，前秦の梁平老，樊世，
張徳， 羌が特進を加えられたことがある。
左右光禄大夫 『晋書』巻二四職官志に，「光
禄大夫加金章紫綬者，品秩第二，（中略）以為
加官者，唯仮章綬，禄賜班位而已，不別給車服
吏卒也。（中略）光禄大夫仮銀章青綬者，品秩
第三，位在金紫將軍下，諸卿上。（中略）魏氏
已来，転復優，不復以為使命之官。（中略）及
晋受命，仍旧不改，復以為優察之制。」とある。
五胡政権のなか，この官職を設けた国が多い。
たとえば漢趙に光禄大夫の范隆，牛紀，単沖，
王俊，游子遠，台産，辛勉（辞退）など，左光
禄大夫の劉景，劉雅，張寔，劉綏，卜泰，右光
禄大夫の陳元達，劉殷，金紫光禄大夫卜泰がい
る。後趙の石虎のとき，「上中光禄大夫を置き，
左右光禄の上に在る」。上光禄大夫の張斐，光
禄大夫の劉真など，金紫光禄大夫の 明などの
名前が史料に記載されている。前燕に光禄大夫
の皇甫真，李洪，左光禄大夫乙逸がいる。前秦
に光禄大夫の趙倶，任群，王彫（追贈），左光
禄大夫の苻沖，右光禄大夫の徐義，苻侯，金紫
光禄大夫の程肱，牛夷，任群がいる。後燕に左
光禄の大夫の庫辱官偉，右光禄大夫の余蔚，光
禄大夫の衛駒がいる。北燕に左光禄大夫の孫護
がいる。南燕に左光禄大夫の潘聡がいる。夏国
に光禄卿の党智隆がいる。西秦に光禄大夫の乞
伏沃陵がいる。
五胡政権は魏晋以来の三省（尚書，中書，門
下）及び御史台関連の諸官職を継承した。
尚書省
録尚書事 『晋書』巻二四職官志に，「録尚書，
案漢武時，左右曹諸吏分平尚書奏事，知枢要者
領尚書事。（中略）尚書有録名，蓋自（趙）喜，
（牟）融始，亦西京領尚書事之任，猶唐虞大麓
之職也。和帝時，太尉 彪為太傅，録尚書事，
位上公，在三公上，漢制遂以為常。（中略）自
魏晋以後，亦公卿権重者為之。」とある。五胡
政権のほとんどは尚書省を設立したので，尚書
の官職も諸国に設けられていた。たとえば成漢
に李寿，李越，李勢はこの職に就任した。漢趙
に録尚書事の朱紀，劉聰，劉昶，劉粲，呼延晏，
劉驥， 準，劉殷，游子遠，劉咸，劉胤などの
名が挙げられる。後趙に石斌，張豺，石閔，李
農などは尚書に就任したことがある。前燕の慕
容恪，前秦の魚遵，苻法，苻融，苻叡，苻方，
王猛，王永，後燕の慕容宝，慕容農，慕容隆
（録龍城留台尚書事），後秦の姚弘，後涼の呂弘，
呂超，北燕の馮素弗，馮弘，孫護，南燕の慕容
鐘，慕容鎮，北涼の沮渠政徳，沮渠牧健，夏国
の赫連 （録南台尚書事），赫連政徳（録尚書
事），南涼の禿髪 檀，禿髪武台，西秦に乞伏
熾磐，元基などはこの職に務めた。また漢趙の
「録尚書六条事」は録尚書事と類似する官職で
ある。『資治通鑑』巻八九胡注に「録尚書六条
事始見於此。（中略）如杜佑之言，則六条蓋六
曹也。」とあり，この官職は漢趙が初めて創設
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され，劉宋はこれを継承したことがうかがえる。
尚書令 『通典』巻二二職官四に，「（前略）
後漢衆務悉帰尚書，三公但受成事而已尚書令主
賛奏事，総領紀綱，無所不統。」とある。五胡
政権の大半はこの官職を設けた。この職に就任
した人として，成漢の楊褒，尹奉，羅恒，馬尚，
漢趙の范隆（守尚書令），朱紀，劉隆，王 ，
明，劉歓楽，後趙の石虎（守尚書令）， 安
（守尚書令），前燕の陽 ，杜群（納言令，つま
り晋の尚書令），前秦の梁楞，趙倶（辞退），苻
柳，姜伯周，王堕，苻侯，王猛，苻丕，王永，
苻纂，徐 ，苻同成，苻沖，後秦の姚旻，姚弼，
後燕の慕容徳，慕容根，慕容農，慕容元，北燕
の孫護，馮万泥，務銀提，郭生，南燕の慕容麟，
慕容鎮，董鋭，夏国の若門，西秦に乞伏熾
磐， 勍，曇達，麹景，木 於などが挙げられ
る。
尚書僕射，尚書左右僕射 『晋書』巻二四職
官志に，「僕射，服秩印綬與令同。案漢本置一
人，至漢献帝建安四年，以執金吾栄 為尚書左
僕射，僕射分置左右，蓋自此始。経魏至晋，迄
於江右，省置無恒，置二，則為左右僕射，或不
両置，但曰尚書僕射以主左事。」とある。五胡
政権における尚書僕射の沿革はこの記載のとお
りである。たとえば成漢に尚書僕射の楊褒，李
載，王誓，任顔，左僕射の蔡興，右僕射の李嶷
がいる。漢趙に左僕射の范隆，劉殷，馬景，右
僕射の朱紀，王育，呼延晏がいる。後趙に左僕
射郭敖， 安，韓晞，劉群，右僕射の程遐，郭
殷，張離，張良がいる。前秦に僕射の張天錫，
左僕射の魚遵，梁安，梁楞，李威，権翼，王猛，
苻沖，倶石子，苻崇，右僕射の王堕，段純，張
韶，梁平老，楊輔がいる。前燕に左僕射の皇甫
真など，右僕射の慕容麟，楊輔，張希，李績，
後秦に僕射の姚晃，殷緯，左僕射の斉難，梁喜，
右僕射の韋華，梁喜，尹緯がいる。後燕に左僕
射の慕容楷，張通，慕容盛，慕容麟，慕容根，
慕容度，余蔚，慕容農，右僕射の慕容麟，慕容
隆，慕容温，慕容紹，衛倫，王騰などがいる。
南燕に左僕射の慕與抜，封孚，封嵩，段暉，右
僕射の丁通，慕與護，慕容凝，張華がいる。北
燕に左僕射の馮丕，右僕射張興がいる。夏刻に
僕射の向至，右僕射の叱以 ，右僕射の乙斗が
いる。後涼に左僕射の王祥らがいる。南涼に左
僕射の趙晁，右僕射の郭倖がいる。西秦に右僕
射の辺 ，元基， 紹，右僕射秘宣，出連虔，
王松寿などがいる。
魏晋時代の尚書省においては，上述した官職
以外，まだ次のような官職が設けられていた。
『晋書』巻二四職官志に，「案尚書本漢承秦置，
及武帝遊宴後庭，始用宦者主中書，以司馬遷為
之，中間遂罷其官，以為中書之職。至成帝建始
四年，罷中書宦者，又置尚書五人，一人為僕射，
而四人分為四曹，通掌図書秘記章奏之事，各有
其任。（中略）後成帝又置三公曹，主断獄，是
為五曹。（中略）及魏改選部為吏部，主選部事，
又有左民，客曹，五兵，度支，凡五曹尚書，二
僕射，一令為八座。及晋置吏部，三公，客曹，
駕部，屯田，度支六曹，而無五兵。」とある。
その後，しばしば変化が加えられた。五胡政権
の中，尚書省を設けた国にいずれも尚書列曹が
あるが，史料の闕遺のため各国の尚書列曹の詳
細は不明である。ただ，漢国劉聰は「吏部を省
き，左右選曹尚書を置く」などの制度改正を行
ったことがあり，後燕も「七兵尚書」を設け，
夏国に「都官尚書」などの職があるが，これら
の官職は魏晋時代になかったものである。
尚書左右丞，尚書郎 『晋書』巻二四職官志
に，「左右丞，自漢武帝建始四年置尚書，而便
置丞四人。及光武始減其二，唯置左右丞，左右
丞蓋自此始也。自此至晋不改。」とあり，また，
「尚書郎，西漢旧置四人，以分掌尚書。（中略）
至魏（中略）凡二十三郎。」とある。
史籍によれば，五胡に建てられた諸政権の中，
尚書省を設置した国に，左右丞，尚書郎などの
官職も設けられていたが，具体的な記載はなく，
詳細は不明である。
中書省
中書監及び令 中書監・令は中書省の最高長
官である。『晋書』巻二四職官志に，「中書監及
令，案漢武帝遊宴後庭，始使宦者典事尚書，謂
之中書謁者，置令，僕射。成帝改中書謁者令曰
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中謁者令，罷僕射。漢東京省中謁者令，而有中
官謁者令，非其職也。魏武帝為魏王，置秘書令，
典尚書奏事。文帝黄初初改為中書，置監，令，
以秘書左丞劉放為中書監，右丞孫資為中書令。
監，令蓋自此始也。及晋因之，並置員一人。」と
ある。ほとんどの五胡政権にもこの官職がある。
たとえば成漢に中書監の王 ，漢趙に中書監の
范隆，朱紀，崔懿之，劉均，中書令の曹恂がい
る。後趙に中書令の徐光，王波，劉群，孟準，
中書監の王波，石寧，廬 ，中謁者令の申扁が
いる。前秦に中書監胡文，董栄，王猛，苻融，
苻広，中書令の賈玄碩，王魚，王猛，梁 など
がいる。前燕に中書監の封 ，皇甫真，宋治，
陽哲，中書令の乙璋，韓恒，封彝がいる。後秦
に中書監の王周，中書令の韋華がいる。後燕に
中書令の常忠，中書監の陽哲がいる。後涼に中
書令王祥，楊 がいる。南燕に中書令の韓範が
いる。北燕に中書監の申秀がいる。西秦に中書
監の姚儁がいる。
中書侍郎 『晋書』巻二四職官志に，「中書侍
郎，魏黄初初，中書既置監，令，又置通事郎，
次黄門郎。黄門郎已署事過，通事乃署名。已署，
奏以入，為帝省読，書可。及晋，改曰中書侍郎，
員四人。中書侍郎蓋此始也。」とある。多くの
五胡国家にこの官職を設けていた。この職を
「黄門郎」と呼ぶ場合もある。たとえば，漢趙
に黄門郎の傅恂，中書侍郎の劉敏元がいる5）。
後趙に黄門郎の厳生，中書侍郎の廬 ，楽嵩が
いる。前秦に中書侍郎の王猛がいる。後秦に黄
門郎の段章，中書侍郎の王尚がいる。後秦に中
書侍郎の韓范がいる。後涼に中書侍郎の楊 ，
王儒がいる。北燕に黄門郎の常陋，中書侍郎
の 匡，李扶（中書郎と記録されている）がい
る。南燕に中書侍郎の封逞，韓范がいる。北涼
に中書侍郎の張穆がいる。夏国に中書侍郎の皇
甫徽，胡方回がいる。西秦に中書侍郎の王 が
いる。
秘書監・著作郎 『晋書』巻二四職官志に，
「案漢桓帝延熹二年置秘書監，後省。（劉略）及
文帝黄初初，置中書令，典尚書奏事，而秘書改
令為監。（中略）及晋受命，武帝以秘書并中書
省，其秘書著作之局不廃。惠帝永平中，復置秘
書監，其属官有丞，有郎，并統著作省。」とあ
る。また，同じく職官志に，「著作郎，周左史
之任也。（中略）魏明帝太和中，詔置著作郎，
於此始有其官，隸中書省。及晋受命，武帝以繆
徴為中書著作郎。（中略）著作郎一人，謂之大
著作郎，專掌史任，又置佐著作郎八人。」とあ
る。十六国関連の史料に，後趙に秘書監の徐光，
著作郎の王度がいる。前燕に秘書監の 熊がい
る。前秦に秘書監の朱 ，著作郎の董栄，梁 ，
梁殊，閻負，趙泉などがいる。後涼に著作郎の
段業がいる。後燕に秘書監の郎敷，崔逞がいる。
夏国に秘書監の胡義周，著作郎趙逸がいる。
門下省
侍中 侍中は門下省の最高長官である。『晋
書』巻二四職官志に，「侍中，（中略）秦取古名
置侍中，漢因之。秦漢倶無定員，以功高者一人
為僕射。魏晋以來置四人，別加官者則非数。
掌 贊威儀，大駕出則次直侍中護駕，正直侍中
負璽陪乘，不帶劍，餘皆騎從。（中略）備切問
近對，拾遺補闕。」とある。五胡諸政権が普遍的
に門下省を設置し，侍中に任命された人も多い。
たとえば，成漢の李賁，李成，董皎，馮孚など
が侍中に就任したことがある。漢趙に劉殷，王育，
王弥，石勒，劉乗，卜幹，卜泰，劉岳， 豫，
和苞，楊難敵，張茂，徐 ，劉胤，崔岳（追贈）
などが侍中に就任したことがある。後趙に石虎，
石挺，任播， 安，崔約，申鐘，鄭系，王謨，
石斌，徐統，石 ，廬 ，呼延盛，石啓などの
侍中がいる。前秦に魚遵，苻法，雷弱児，苻融，
李威，王猛，強益耳，梁 ，苻纂，王永などの
侍中がいる。前燕に慕容恪，慕輿龍，李鳳，皇
甫真，蘭伊，宋該，劉睦，石綜などが侍中に就
任したことがある。後秦に姚弼，段 ，任謙，
姚紹，慕容凝などの侍中がいる。後燕に慕容徳，
慕容宝，慕容 ，悦真などの人が侍中に任命さ
れたことがある。後涼の呂弘，南燕の慕容超，
慕容統，公孫五楼，北燕の馮弘，孫護，王難，
陽哲が侍中になったことがある。夏国に胡儼と
いう侍中がいる。西秦に方弘，麹景， 紹，元
基，出連輔政，乞伏延 などの侍中がいた。
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給事黄門侍郎・黄門侍郎 『晋書』巻二四職
官志に，「給事黄門侍郎，秦官也。漢已後並因
之，与侍中倶官門下衆事，無員。及晋，置員四
人。」とある。五胡政権の中，給事黄門侍郎を
設置する国があり，またこれと類似する黄門侍
郎の官職を設けた国もある。たとえば漢趙に黄
門侍郎の陳元達，崔懿之， 詩， 度がいる。
前燕に給事黄門侍郎慕容覇，黄門侍郎の申胤が
いる。前秦に給事黄門侍郎権翼，黄門侍郎李柔，
程賓がいる。後秦に給事黄門侍郎尹沖，姚和都
と黄門侍郎の石越，韋華，姚文祖がある。南燕
に黄門侍郎の張華がいる。西秦に給事黄門侍郎
の郭恒がいる。
散騎常侍，中常侍 『晋書』巻二四職官志に，
「散騎常侍，本秦官也。秦置散騎，又置中常侍，
散騎騎從乘輿車後，中常侍得入禁中，皆無員，
亦以為加官。（中略）魏文帝黄初初，置散騎，
合之於中常侍，同掌規諫，不典事，貂 插右，
騎而散從，至晋不改。」とある。五胡政権の諸国
の多くは散騎常侍を設けていた。中常侍を置く
国もある。たとえば，成漢に散騎常侍の王 と
中常侍の王広がいる。漢趙に散騎常侍の曹恂，
王忠（追贈），劉綏，郁鞠，董景道と中常侍の
王沈，宣懐，兪容がいる。後張に散騎常侍の石
宏と中常侍の厳震と常侍の廬湛，崔豹がいり，
石勒が趙王を称すとき，左常侍と右常侍の職を
設置し，左常侍を董樹に，右常侍を霍皓に任
じたことがある。前燕に冗騎常侍（すなわち
晋の散騎常侍）の皇甫真，陽協と散騎常侍の慕
容 ，慕容宜，楽嵩と中常侍の李旱がいる。前
秦に散騎常侍張天錫，苻融，任群，苻洛，劉蘭，
呂光，王猛，苻暉，王騰，楊定，竇銜，王統，
毛興，楊壁がいる。後秦に散騎常侍席確，姚 ，
王帛（文献に散騎と記載している）がいる。後
燕に中常侍の光 ，散騎常侍の封孚，封則がい
る。後涼に散騎常侍郭 がいる。北燕に散騎常
侍の孫秀，劉滋，左常侍桃鮮がいる。南燕に散
騎常侍の段封之がいる，北梁に左常侍の高猛が
いる。南涼に中散騎常侍の張融がいる。西秦に
散騎常侍乞伏務，段暉，沮渠興国などがいる。
散騎侍郎 『晋書』巻二四職官志に，「散騎侍
郎四人，魏初與散騎常侍同置。自魏至晋，散騎
常侍，侍郎與侍中，黄門侍郎共平尚書奏事，江
左乃罷。」とある。この官職について記載は少
ない。管見の限り，前燕に散騎侍郎の徐尉，北
涼に散騎侍郎の郭祇がいる，南涼に散騎侍郎の
陰利鹿などがいる。
魏晋の門下省に給事中（たとえば北燕に給事
中馮慧懿，南燕に給事中の宗正元がいる），通
直散騎常侍，員外散騎常侍（前秦に員外散騎侍
郎の王皮，後秦に散騎侍郎韋宗がいる）などの
官職も設けていた。
五胡政権の中枢的官職の中，魏晋の旧制を継
承し，九卿あるいは列卿をも設置した。『晋書』
巻二四職官志の記載によれば，「太常，光禄勲，
太僕，廷尉，大鴻臚，宗正，大司農，少府，将
作大匠，太后三卿，大長秋，皆為列卿，各置丞，
功曹，主簿，五官等員」。五胡各国の列卿の状
況を次のようにである。
太常 『晋書』巻二四職官志に，「太常，有博
士，協律校尉員，又統太学諸博士，祭酒及太史，
太廟，太樂，鼓吹，陵等令，太史又別置霊台丞。
太常博士，魏官也。魏文帝初置，晋因之。掌引
守乗輿。（中略）晋初承魏制，置博士十九任。
及咸寧四年，武帝初立国子学，定置国子祭酒，
博士各一人，助教十五人，以教生徒。」とある。
五胡政権のなか，太常及びその所属である太学
諸博士を設置した国が多い。これらの官職の設
置は胡漢文化交流及び融合に対して重要の意義
がある。史料によれば，成漢に太官令（つまり
太史令，三辰時日祥瑞妖災を掌る）があり，
太史令の韓豹，韓浩がいる。漢趙に太常の朱
紀， 沖，梁胥，楊軻（辞退），国子祭酒劉均，
博士張師，崇文祭酒董景道，博士祭酒台産，太
史令宣于修之，康相，弁広明，台産，任 がい
る。石勒の時，各郡に博士祭酒を二人置き，さ
らに大小博士を置いた。石虎の時に至ると，各
郡国に五経博士を設置し，再び国子博士，助
教の官職を設けた。国子祭酒に任命されたの
は 熊である。また霊台に女太史を置き，太常
の條攸，王修，太史令の趙攬がいる。前秦に国
子祭酒の王歓，博士の王寔，太史令の康権，魏
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延がいる。慕容 が燕王に即位後，史料に「裴
開，陽協，王寓，李洪，杜群，宋該，劉瞻，
石 ，皇甫真，陽協，宋晃，平 ，張泓等並為
列卿将帥」の記載があるが，その詳細は不明で
ある。後燕に大史令の劉起，博士劉詳，董謐が
いる。後秦に太常の権翼，索梭，太史令の任猗，
博士の淳于岐，霊台令の張泉がいる。後涼に太
常の楊穎がいる。北燕に太常の 睹，太常丞の
劉軒，太史令の閔尚，張穆，博士郎中の劉軒，
張熾， 崇がいる。南燕に太史令の成公綏，霊
台令張光がいる。北涼に太史令の劉梁，張衍，
国師助教・世子侍講の索 ，陰興がいる。南涼
に国子祭酒の田玄沖，趙誕，国紀酒郭韶，太史
令の景保がいる。後秦にも博士がある（炳霊寺
六九窟東壁の壁画を参照）。夏国に太常の姚広
都，太史令張淵，徐辯などがいる。
魏晋の太常の所属に「都水使者」があり，陂
池灌漑などを司る。史料によれば漢趙に左都水
使者の支当，右都水使者の劉 がいる。後趙に
都水使者張漸がいる。前秦に都水使者の彭和が
いる。
光禄勲 『晋書』巻二四職官志に，「光禄勲，
統武賁中郎将，羽林郎将，冗従僕射，羽林左監，
五官左右中郎将，東園匠，太官，御府，守宮，
黄門，掖庭，清商，華林園，暴室等令。」とあ
る。史料によれば，漢趙に左中郎将の宋始がい
る。後趙に光禄勲の杜 ，右中郎将の文鴦，右
中郎将の衛麟がいる。前秦に光禄勲の李儼，武
賁中郎将の張 ，左中郎将の 綏がいる。前燕
に左中郎将の慕容築がいる。後涼に武賁中郎将
の呂纂，呂開がいる。西秦に光禄勲の王松寿が
いる。
衛尉 『晋書』巻二四に「衛尉，統武庫，公
車，衛士，諸冶等令，左右都候，南北東西督冶
椽。」とある。五胡諸国にこの官職を設けた国
は少ない。管見のかぎり，漢趙の呼延晏，梁芬，
劉鋭，後燕の悦真，南涼の伊力延，北燕の馮買
は衛尉に就任したことがある。
廷尉 『晋書』巻二四職官志に「廷尉，主刑
法獄訟，属官有正，監，評，並有律博士員。」
とある。五胡政権中，この職に任命された人と
して漢趙の陳元達， 智明，後趙の続咸の名が
挙げられる。また，前燕に廷尉監の袁 がいる。
大鴻臚 『晋書』巻二四職官志に「大鴻臚，
統大行，典客，園池，華林園，鈎盾等令，又有
青宮列丞， 玄武苑等。」とある。五胡諸国の
中，漢趙に大鴻臚の范隆，李弘，田 がいる。
後趙に 讃（追贈）がいる。前燕に温統，前秦
韓胤， 稚，後秦に梁斐がいる。
宗正 『晋書』巻二四職官志に「宗正，統皇
族宗人図牒，又統太医令史，又有司牧椽。」と
ある。五胡政権においては，漢趙の呼延攸，前
秦の符融，後秦の姚紹，後燕の宇文抜が宗正に
就任したことがある。
大司農 『晋書』巻二四職官志に「大司農，
統太倉，籍田，導官三令，襄国都水長，東西南
北部護漕椽。」とある。漢趙の卜豫，朱誕，後
趙の曹莫，前燕の劉斌，前秦の符陽，後秦の袁
虔，竇温，南涼成公緒はこの官職に任命された
ことがある。
将作大匠 営造，築城などを司る役職である。
五胡政権中，成漢の 陵，胡元，前燕の平煕，
夏国の叱幹阿利がこの職に就任したことがあ
る。
少府 『晋書』巻二四職官志に，「少府，統材
官校尉，中左右三尚方，中黄左右蔵，左校，甄
官，平準，奚官等令，左校坊， 中黄左右蔵，
油官等丞。」とある。記載によれば，漢趙に少
府の陳休，後趙に典匠少府の任汪，少府の汪郁，
尚方令の解飛がある。
五胡政権は魏晋以来の中枢である御史台を受
け継いだ。
御史中丞 『晋書』巻二四職官志に，「御史中
丞，本秦官也。秦時，御史大夫有二丞，其一御
史丞，其一為中丞。中丞外督部刺史，内領侍御
史，受公卿奏事，挙劾案章。（中略）歴漢東京
至晋因其制，以中丞為臺主。」とある。五胡政
権の多くは御史台を設置し，御史中丞あるいは
御史大夫の職を設けていた。たとえば，漢趙に
御史中丞の諸衍（浩衍），殷凱（段凱），御史大
夫の崔遊がいる。後趙に御史中丞の李矩，前燕
に御史中尉の陽約，御史中丞の乙璋がいる。前
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秦に御史中丞の梁平老， 羌，李柔がいる。夏
国に御史中丞の烏洛弧，叱干阿利がいる。西秦
に御史大夫の梯眷，麹景，段暉がいる。南燕に
御史中丞の封 がいる。
治書侍御史・侍御史・殿中侍御史 『晋書』
巻二四職官志に，「治書侍御史，案漢宣帝幸宣
室齋居而決事，令侍御史二人治書侍側，後因別
置，謂之治書侍御史，蓋其始也。及魏，又置治
書執法，掌奏劾，而治書侍御史掌律令，二官倶
置。及晋，唯置治書侍御史，員四人。」とある。
また，「侍御史，案二漢所掌凡有五曹。一曰令
曹，掌律令。二曰印曹，掌刻印。三曰供曹，掌
齋祠。四曰尉馬曹，掌厩馬。五曰乘曹，掌護駕。
魏置八人。及晋，置員九人，品同治書，而有十
三曹（下略）。」とある。史料に見られる五胡政
権中の治書侍御史・侍御史・殿中侍御史関係の
記載は少なくない。たとえば，後趙石勒の時，
洛陽で行台治書御史を設置した。後燕に右侍御
史の仇尼帰，侍御史の高玄がいる。後秦に治書
御史の唐盛，蘭台御史の姜楞，侍御史の廉桃生
がいる。後涼に殿中侍御史の王回がいる。
魏晋の官僚機構の中，太子東宮関係の官職も
多数ある。たとえば太子太傅，少傅，太子 事，
中庶子，中舎人，洗馬，左右率等はいずれも東
宮関係の官職である6）。史料に記録されている
五胡政権の太子東宮諸官は多い。たとえば，漢
趙に太子太傅の卜泰，劉胤，太子少傅の董景道，
太子太師の廬志，太子少師の台産， 事の曹
光，魯 7），洗馬劉綏，東宮舎人苟裕がいる。
後趙に 事の孫珍，中庶子の李顔がいる。石虎
の時，東宮に左右統軍将軍の職を設置した。前
秦に太子太傅の王猛，苻融， 事の王強，席宝，
太子舎人の趙 ，太子家令の任群，太子庶子の
朱 ，太子左右衛率石越がいる。前燕に中庶子
の李績がいる。後秦に 事の王周，中舎人の梁
喜，洗馬の范勲，太子右衛率の姚和都，太子中
庶子の万雍がいる。北涼に世子洗馬の宗欽，東宮
侍講の程駿がいる。西秦に太子太師焦遺， 事
の趙（麹）景，太子司直の焦楷がいる。
漢魏以来の中官制度も五胡諸政権に継承され
た。たとえば漢趙に中宮僕射の郭猗，中黄門の
陵修がいる。前秦に中黄門の劉晃がいる。前燕
に大長秋の鞠彭がいる。後燕に中黄門の趙済，
趙思がいる。南燕に中黄門の孫進がいる。
五胡政権は魏晋以来の「五等爵制」と及び
「王」の称号をも継承した。十六国時期におい
て，「王」称号の授与はきわめてみだりである。
諸王国には食邑があるが，実権はない。最高統
治者が「帝」を称する政権には王を封ずる制度
があるが，政権の最高統治者が王と称す諸国に
は「王」の号を授与することが少ない。五胡政
権中，王や五等爵である公，侯，伯，子，男の
授与は非常に雑多であるため，ここで贅言しな
い8）。
３．軍事関係諸職
史料に記載されている五胡政権の軍事関係の
官職はもっとも多い。これらの官職は基本的に
魏晋の制度を継承して設立したとおもう。上述
した漢魏以来の「三公」，「八公」の中の大司馬，
太尉以外，まだ次のような官職もある。
大将軍 『晋書』巻二四職官志に，「大将軍，
古官也。漢武帝置，冠以大司馬名，為崇重之職。
（中略）及晋受命，猶依其制，位次三司下，後
復旧，在三司上。」とある。五胡諸政権は普遍
的にこの官職を設置した。たとえば，成漢に大
将軍の李壽，李越，李広がいる。漢趙に上大将
軍の劉和，劉粲，劉敷，劉約，劉驥， 準，劉
岳，陳安，石勒，楊難敵，大将軍の張駿がいる。
後趙に大将軍の李農，石遵，石閔がいる。前秦
に上大将軍の楊定，大将軍の張平，楊壁，乞伏
国仁がいる。後秦に大将軍の姚弼，姚紹，劉衛
辰，尹元がいる。後燕に上大将軍の務銀提がい
る。夏国に大将軍の赫連定などがいる。西秦に
上将軍乞伏乾帰がいる。北涼に大将軍の沮渠
牧 がいる。この職は一種の名誉職で，任命さ
れた人のほとんどは皇族である。一方，石勒，
姚萇，苻洪，呂光，慕容垂，禿髪烏孤，乞伏国
仁などは建国当初いずれも大将軍を称した。
これ以外に，五胡諸政権に継承された魏晋時
代の軍事関係の官職はまだ多くある。驃騎，車
騎，衛將軍，伏波，撫軍，都護，鎮軍，中軍，
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四征，四鎮，龍驤，典軍，上軍，輔国などの名
目の大将軍も多く設置されていた。
驃騎大將軍・驃騎將軍 『通典』巻三四職官
に，「漢武帝元狩二年始用霍去病為驃騎将軍。
光武中興，以景丹為驃騎大将軍，位在三公下。
（中略）魏晋斉並有之。」とある。五胡政権の中，
この職に就任した人として，成漢に驃騎将軍の
尹奉がいる。漢趙に驃騎大将軍の劉易，劉驥，
石勒と驃騎将軍の王彰，劉述がいる。後趙に驃
騎大将軍の石宏，驃騎将軍の石虎，姚襄がいる。
前秦に驃騎大将軍の苻安，張天錫，楊定，王騰
と驃騎将軍の竇衝がいる。前燕に驃騎将軍の慕
容評がいる。後燕に驃騎大将軍の慕容宝，慕容
農，慕容 と驃騎将軍の慕容国，慕容農がいる。
北燕に驃騎大将軍の万泥，馮弘がいる。南燕に
驃騎大将軍の慕容超がいる。南涼に驃騎大将軍
の禿髪利鹿は驃騎将軍，驃騎大将軍を歴任した。
西秦に驃騎大将軍の乞伏謙屯がいる。後涼に驃
騎将軍の呂超がいる。
車騎大將軍・車騎將軍・左右車騎將軍 『通
典』巻二九職官に「漢文帝元年始用薄昭為車騎
將軍，後漢章帝即位，西羌反，以舅馬防行車騎
將軍征之。（中略）魏車騎為都督，儀與四征同，
若不為都督，雖持節号四征者，與前後左右雑号
將軍同。」とある。晋の車騎大將軍は「開府者
皆位従公」である。たとえば，漢趙に車騎大將
軍の劉曜，劉聡，劉逞，游子遠， 準がいる。
後趙に車騎大將軍の石宣，蒲洪がいる。前燕に
車騎大將軍の劉寧，慕容垂がいる。前秦に車騎
大將軍の苻雄，梁楞，劉寧，苻柳，王猛，苻融，
苻方，毛興，苻衝，竇銜がいる。後涼に車騎大
將軍の呂弘がいる。後燕に車騎大將軍の慕容徳
がいる。北燕に車騎大将軍の馮素弗がいる。南
涼に車騎大将軍の禿髪 檀がいる。西秦に車騎
大将軍の乞伏木奕於がいる。後趙に車騎将軍の
石虎，前燕に劉寧，慕容垂，後秦に没奕於，姚
裕，禿髪 檀，後燕に慕容徳，慕容 ，南燕に
慕容鎮などは車騎将軍に任命されたことがあ
る。成漢に左車騎将軍の李越，漢趙に左車騎将
軍の 泰，右車騎将軍王騰がいる。
このほかに，衛大將軍，衛將軍，撫軍大將軍，
撫軍將軍，都護大將軍，中軍大將軍，四征（征
東，征南，征西，征北）大將軍，四征將軍，四
鎮（鎮東，鎮西，鎮南，鎮北）大將軍，四鎮將
軍，龍驤将軍なども普遍的に設置されていた。
官位が以上の諸官職より低い軍事関係の官職
も多数ある。たとえば四平（平東，平西，平南，
平北）大將軍，四平將軍，四安（安東，安西，
安南，安北）大將軍，四安將軍，中領軍將軍，
護軍將軍，左・右・前・後軍將軍，屯騎，歩
兵・越騎・長水・射声の五校尉，左・右衛將軍，
驍騎將軍，遊撃將軍などの雑号将軍も数多く設
けられた9）。
魏晋以来の「持節都督」も五胡政権に継承さ
れた。『宋書』巻三九百官志上に「持節都督，
無定員。前漢遣使，始有持節。光武建武初，征
伐四方，始権時置督軍御史，事竟罷。建安中，
魏武帝為相，始遣大將軍督軍。（中略）魏文帝
黄初二年，始置都督諸州軍事，或領刺史。三年，
上軍大將軍曹真都督中外諸軍事，假黄鉞，則総
統外内諸軍矣。明帝太和四年，晋宣帝征蜀，加
号大都督。（中略）晋世則都督諸軍為上，監諸
軍次之，督諸軍為下。使持節為上，持節次之，
假節為下。」とある。ほとんどの五胡政権が持
節都督制を設立した。その中で権力がもっとも
大きい役職は「都督中外諸軍事」，「大都督」で
ある。史料によれば，成漢に大都督の李越がい
る，漢趙に使持節征討大都督の劉景がいる。後
趙に都督中外諸軍事の石宏がいる。使持節大都
督，中外諸軍事の石 ，都督中外軍事の張豹，
大都督の石 がいる。前秦に都督中外諸軍事の
苻雄，苻菁，苻安，苻法，王猛，苻叡，苻方，
苻融，王永，苻嵩，楊定がいる。後燕に都督中
外諸軍事の慕容徳，慕容農，慕容 がいる。南
燕に都督中外諸軍事の慕容鐘がいる。後涼に都
督中外諸軍事の呂弘，呂超がいる。また，五胡
政権は「都督某州軍事」の官職を置き，一州あ
るいは数州を統轄する（ほとんどの場合刺史を
兼任）。この類の官職には「持節」の称号をつ
ける場合もあれば，「持節」の称号をつけない
場合もあり，ここで贅言をさけたい。
もっとも興味深いなのは，五胡政権は漢族
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（華夏）の伝統的な民族観及び民族政策をも引
き継ぎ，自分を華夏の正統とし，周辺民族（漢
族を含む）を蛮夷と見なすことである。五胡諸
政権は少数民族居住区で護羌，護夷，護蛮諸校
尉及び護匈奴，護羌，護戎，護蛮，護夷，護越
中郎将を設置し，「或領刺史，或持節為之10）」。
４．地方官
地方において五胡政権は基本的に秦漢魏晋以
来の州郡県制を継承した。州に刺史（牧と称す
場合もあり，京畿では内史と称す）を置き，郡
には太守（郡守）を設置し，大きい県に県令を
設け，小さい県に県長が置かれた。五胡政権に
統轄された州郡県の状況について，清代学者の
洪亮吉氏は『十六国疆域志』で詳細に記述した
ので，ここで贅言をさけたい。
五胡政権のなか，夏国は郡県制をとらず，州
だけを設置し，城を行政単位として行政を運営
した。これについて後文で詳述する。
以上をまとめてみれば，十六国の官僚制度は
最高統治者の称号から地方官僚の設置状況まで
魏晋時代の官僚制度を全面的に継承したという
結論が得られる。このような状況の発生させる
原因は何であろう。主な原因として，内遷した
五胡諸政権（特にその政治・軍事中心地）は漢
族がもともと居住する地域で建てられ，五胡政
権の統治者は定住農業を生業とする数多くの漢
族をコントロールするために，新たな支配方式
をとらなければならない。つまり，遊牧民族元
来の支配方式を使うと，数多くの漢族をうまく
支配できないのである。五胡諸政権が魏晋以来
の漢族の支配制度を踏襲するのは歴史発展の必
然性があるとおもう。
同時に，五胡政権には魏晋官制を継承する条
件も備えていた。まず，五胡の内遷は早い時期
からすでに始まった。漢族と雑居するため，五
胡諸民族の経済形態と社会的地位に大きな変化
が起きた。漢族の文化習俗に影響され，特に上
層部の貴族は漢族の伝統的文化の薫陶を大きく
受けた。たとえば漢趙国をうち立てた匈奴の劉
淵は上党の名儒の崔遊に従い，漢文典籍を教わ
った。記載によれば，劉淵の息子である劉聡は
「年十四，究通経史，兼総百家之言」とされて
いる。前秦の符堅は坊頭（今河南省淇県）の生
まれで，華夏の帝王と自認し，伝統的な漢族文
化を守ることを己の責務としていた。
第二に，五胡政権は数多くの漢族人口を支配
するために，絶えずに漢族士族，儒生を吸収し，
彼らに政権の建設と管理を携わらせた。漢族士
人を謀主にする例が非常に多い，前秦の王猛，
漢趙の陳元達，後趙の張賓，後秦の尹緯，夏国
の王売徳などは五胡諸政権に務めるもっとも有
名な謀士である。これらの漢族士人が五胡諸政
権に参加し，諸政権の漢族式の支配体制や官僚
制度の建立に大きな役割を働いた。
五胡諸政権が魏晋以来の官僚制度を継承する
とき，次のような特徴がある。第一に，五胡諸
政権は漸次的に魏晋官僚制度を採用したのであ
る。一般的にいえば，五胡諸政権がうち立てた
当初，官僚制度は不完全であったうえ，官僚シ
ステムに胡族の官僚制度の特徴も交えていた。
政権が安定した後，五胡諸政権は漸次的に魏晋
の官僚制度を取り入れ，最後ほとんど完全に魏
晋官僚制度を採用するようになったのである。
第二に，五胡諸政権に継承された魏晋官僚制
度のなか，軍事関係の官職の数がもっとも多く，
そして完備していた。これは当時の分裂戦乱の
歴史的状況と関連がある。五胡政権は軍事及び
軍事関係の官職を重視し，様々の雑号將軍及び
新しい官職名は絶えずに現れた。たとえば成漢
に平寇將軍， 軍校尉があり，漢趙に忠義大将
軍，平晋將軍，輔漢将軍，蕩晋將軍，光国中郎
將，寧羌中郎將がある。後趙石虎の時，また左
右戎昭，曜武將軍左右統軍將軍，鎮衛將軍など
を設けた。前秦に前後禁，陵江，揚武，中塁な
どの雑号将軍がある。前燕に五材，四寧（寧東，
寧西，寧南，寧北），軍師，御難，輔弼，輔義
などの將軍がある。
第三に，五胡政権の諸官職のなか，中枢，軍
事と地方における重要ポストはほとんど支配民
族の皇族もしくは支配民族の人間が就任し，漢
族とほかの民族の出身者は中・下級官僚にしか
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つくことができない。たとえば，現存史料に記
載されている漢趙国の官僚は263名がある。そ
の中で劉淵一族出身の官僚は44名に達し，匈奴
族出身の官僚70名がいる。漢族官僚は131名が
いる。匈奴族出身の官僚は官僚総数の半分に当
たり，国のもっとも重要のポストを独占し，国
家権力を牛耳っていた11）。前秦も同様である。
苻堅が即位するまで，前秦の重要の將軍は22人
いる。この22人の將軍の中， 族出身の將軍は
16名もあり，漢族と 族の疑いのある將軍は２
名，匈奴と羌族はそれぞれ１名である。 族出
身の22人の官僚のなか，苻氏一族は13人，苻氏
と親戚関係のある人は２人，合計17人もいる。
現存史料のなか，24人の南涼の軍事官僚が記載
されている。この24人の内訳は禿髪氏出身者６
人，禿髪氏の姻戚２人，少数民族首領８人，漢
族８人である。漢族はほとんど中・下級官僚で，
６名の禿髪氏出身の官僚は全部高級軍事職に任
命されていた。西秦の状況もほぼ同じで，現存
史料に西秦の軍事官僚が72名記載されている。
その中で，乞伏氏一族が26人あり，乞伏一族の
姻戚が18名ある12）。
Ⅱ 十六国の「単于台」制及び「胡
漢分治」
五胡諸政権は主に魏晋の官僚制度を継承した
が，一部の五胡政権の中，胡族（主に匈奴の）
官僚制度，つまり「単于台」制も魏晋官僚制度
と並行して存在していた。日本の学者はこの支
配体制を「胡漢二重体制」と呼ぶ13）。
史料によれば，匈奴族の劉氏に建てられた漢
趙国，羯胡の石氏の後趙国，鮮卑族の後燕国及
び鮮卑化した漢族にうち立てた高氏の北燕国
に，魏晋以来の官僚制度と並行して，「単于台」
制も実行された。
１．漢趙国 『晋書』巻一〇一劉元海載記及
び『太平御覧』巻一一九引く崔鴻『十六国春秋』
前趙録などの記載によれば，劉淵（元海）の臨
終のとき，劉聡は大司馬，大単于の職につき，
平陽の西で単于台を設置した。これは五胡諸政
権に設立された単于台の初見である。劉聡の即
位後，その弟の を皇太弟と封じ，同時に「領
大単于」，「大司徒」の役職についた。つまり，
劉聡の即位後，単于台はなお保留されていた。
嘉平四年になると，劉聡は左右司隷を設置する
と同時に，「又置単于左右輔，各主六夷十万落，
万落置一都尉」の制度をうち立てた。このと
き， はまだ大単于であったが，同年十一月，
劉聡はその息子の劉粲を相国，大単于に就任さ
せ14），劉 は失寵し，三年後劉粲に殺された。
劉曜の即位後，長安へ遷都し，長い間単于台
を設置しなかった。趙光初九年（西暦325年）
にいたって，曜は初めて息子の劉胤を単于に任
命し，渭城（今陝西省咸陽渭城）で，「左右賢
王以下を置き，皆胡・羯・鮮卑・ ・羌の豪傑
を以て之に為す15）。」
２．後趙国　西晋太興二年（紀元319年）石
勒は大將軍，大単于，領冀州牧，趙王と称し，
「以大単于鎮撫百蛮16）」。大単于の下に「単于元
輔」を設置し，次男の石虎がこの職についた17）。
後趙建平元年（紀元330年），石勒は前趙を滅ぼ
し，帝位に即位した。これとともない，石勒は
石弘を太子と封じると同時に，持節，散騎常侍，
都督中外諸軍事，驃騎大將軍，大単于，秦王な
どの職を弘に任命した18）。この後，皇子の石弘
がずっと後趙の大単于の職を務めていたが，皇
子の石虎はこの任命に対して不満を抱いてい
た。史料によれば，石虎は自分の息子に「主上
自都襄国以來，端拱指授，而以吾躬當矢石。二
十餘年，南擒劉岳，北走索頭，東平齊魯，西定
秦雍，剋殄十有三州。成大趙之業者，我也。大
単于之望實在于我，而授黄吻婢兒，毎一憶此，
令人不復能寢食。待主上晏駕之後，不足復留種
也。」と不満を漏らした19）。石勒の没後，石虎
は帝位に継いだ石弘に圧力をかけ，丞相，魏王，
大単于のポストを入手した。まもなく，石虎は
弘を廃し，自ら帝位についた。後趙建武五年
（紀元339年）石虎は太子の石宣に大単于を任命
したが，建武十四年（紀元348年），太子の宣は
石虎に殺され，その後の後趙の大単于に関する
記載は見あたらなくなった。
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以上の記載からみれば，後趙に大単于あるい
は単于元輔の官職が存在し，その職掌は百蛮を
統領することであるが，単于台に関する記載は
皆無である。『晋書』巻一〇五石勒載記下に，
石勒が大単于，趙王の座についた後，「命徙洛
陽， 影於襄国，列之於単于庭。」とある。こ
この「単于庭」が大単于の執務機関だと考えら
れる。「単于庭」という言葉は匈奴単于の王庭
に由来するものである。つまり，後趙の単于庭
は漢趙の単于台と類似し，その主な職掌は「鎮
撫百蛮」である。
３．後燕国　後燕国の慕容盛は長楽二年（紀
元400年）に諸部雑夷を司る「燕台」を設置し
た20）。この「燕台」について，『資治通鑑』巻
一一一胡三省注に「二趙以来，皆立単于台以統
雑夷，盛仍此立之。」とある。この記載によれ
ば，後燕の「燕台」（北燕台）は前・後趙の単
于台（庭）と酷似する存在であるが，「燕台」
の長官は大単于であるかどうか不明である。慕
容垂の即位後，太子の慕容宝を大単于に任命し
た記載があり21），後燕建平元年（紀元398年），
蘭汗は慕容宝を殺し，大都督，大將軍，大単于，
昌黎王と自称したことも史料に記載されてい
る。
４．北燕国　北燕は後燕を基盤として建てら
れた国である。後燕建始元年（紀元407年），馮
跋は慕容 を殺し，高雲が燕王の位についた。
この政権が北燕と呼ばれる。そのあと，高雲は
部下に殺された。馮跋は乱を鎮圧した後，みず
から帝位についた。北燕太平三年（紀元411年）
に至ると，太子の永は大単于に就任した。史料
によれば，北燕に「単于前輔の万陵」と「単于
右輔の古泥」もいる22）。北燕は漢族の馮氏がつ
くった政権で，なぜ匈奴の旧制と関わりのある
単于台制を取り入れたのであろうか。原因は二
つあるとおもう。まず，周知の通り，馮跋一族
は鮮卑化した漢族である。永嘉の乱のとき，跋
の祖父及び父はすでに西燕の慕容永の將軍にな
り，西燕の滅亡後，跋は一族の根拠地を和龍に
移し，地元の鮮卑族と「雑処」（雑居）してい
た。史料に「（馮跋の一族）は既家昌黎，遂同
夷族。」とあり，つまり，昌黎へ移転した後，
馮跋の一族はすでに鮮卑化されたのである。第
二に，北燕が遼東にあり，魏晋以来，遼東地域
は東部鮮卑の居住区であり，ここの鮮卑族の人
口は非常に多かった。当時に，北燕は鮮卑族の
後燕の勢力を基礎にして建てた国なので，その
政治，経済と文化が鮮卑族に強く影響された。
政権構造が鮮卑族の後燕と彷彿することは不思
議ではない。故に，単于台と類似する機構を設
置した可能性はないとはいえないであろう。上
述した諸国以外，前燕，前秦，後秦，西秦，南
涼，夏国なども単于台を設置した。
十六国時代の単于台制には次のような特徴が
ある。
１）上述した諸国の「単于台」制に対する呼
び方はそれぞれ異なる。「単于庭」，「燕台」，
「大単于台」などの呼び方が使われた。同時に，
各国は単于台を設置しない時期がある。たとえ
ば，劉曜政権の最初の七年間，単于台が設置さ
れていない。後趙の場合，石宣が殺されたあと，
大単于に関する記載はいっさい見あたらない。
後燕，北燕の燕台，大単于台は政権の後期に創
設されたのである。以上の状況からみれば，上
述した四カ国に二つの官僚システムが設置さ
れ，「胡漢分治」の支配体制をとっていたが，
二つのシステムの中，魏晋以来の官僚制度は主
であり，単于台制は次である。
２）単于台の職掌は国内の「六夷」・「百蛮」
を管理することである。
３）単于台は首都あるいは首都の近辺に設置
される。たとえば漢趙国の劉淵，劉聡は平陽を
都としていたが，漢趙国の単于台は平陽の西に
ある。後趙の石勒は単于庭を都の襄城に設置し
た。
４）単于台の長官は例外なく大単于と称し，
一般的に太子もしくは勢力のある皇子に任命さ
れる。大単于の職は国君ではなく，太子に任命
する原因について，『資治通鑑』巻九九晋永和
八年（紀元352年）条に「単于所以統壱百蛮，
非天子所宜領。」とされている。大単于のもと
に，「単于左右輔」や「左右賢王」などの補佐
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官がある。
５）単于台は漢族以外の「六夷」・「百蛮」
（特にその中の遊牧を営み，部落組織を維持し
ている民族）を統轄する。後漢以来，中国東
北・北方・西北の少数民族は大量に中原地区に
移住してきた。十六国時代になると，北中国の
各地に数多くの少数民族が散在している。これ
らの少数民族は「六夷」と呼ばれる。単于台の
本質は「胡漢分治」を行うことにあると考えら
れる。北中国に居住する諸民族のなか，漢族は
人口がもっとも多い。漢族はほかの諸民族と雑
居していたが，両者は経済・文化・生活習慣な
どの面において大きな異なりがある。これは十
六国時期における単于台と魏晋官僚制度と共存
する「胡漢分治」の支配体制の基礎である。
６）前述した単于台の特徴からみれば，この
制度は匈奴政権の官僚制度から取り入れたもの
である。単于台は行政機関であると同時に，軍
事的な組織でもあり，人口，財産（おもに家畜
である）を管理する部落組織でもある。このた
め，十六国のなか，単于台を設置した国の軍事
力は基本的に大単于に握られていた。帝位継承
権のある太子が大単于に務めるのはこのため
である23）。
「大単于及び単于台の設置は胡族の遅れた国
家体制の残留であり，民族抑圧の存在を示して
いる」と主張する学者もいれば，「単于台は人
為的な胡漢分治の政策であり，民族融合の発展
を妨げた」と考える学者もいる24）。このような
意見は妥当ではないと思う。十六国時代に民族
差別と民族抑圧は普遍的に存在していたが，単
于台制の設立によって，このような差別と抑圧
がひどくなったとはいえない。逆に，単于台制
の設置は漢趙などの政権が旧い匈奴式制度を改
造し，新しい歴史時代に適応するための措置と
して捉えられるとおもう。当時の複雑な民族関
係のなか，単于台制の設立は必然性と合理性が
あり，当時の民族融合がまだ十分ではない歴史
事実を示している。もちろん，こうした胡漢分
治には限界性があり，内遷した諸民族と漢族と
の融合は発展し，胡族・漢族は次第に一体化に
なり，両者の間の差も次第に小さくなった。し
たがって，胡漢分治のためにつくられた二つの
並行する官僚システムはその存在の基礎を失
い，単于台制も自然に淘汰された。
Ⅲ 十六国時期の地方官僚制度の特
徴―護軍制
十六国時期において，地方行政体制及び地方
官僚システムは基本的に魏晋時代の制度を継承
したが，継承のプロセスにおいて，発展と変化
が存在していた。唯一の例外は漢趙国である。
漢趙国が建国した十年後の嘉平四年（紀元314
年）に漢趙国は左右司隷を置き，史料によれば
「（左右司隷）各領戸二十余万，万戸置一内史，
凡内史四十三」とある25）。この措置は漢魏以来
の地方行政体制に対する改革である。四十三の
万戸はおそらく漢趙国の勢力範囲にあるあらゆ
る人口と地域を治めている。万戸を行政単位と
することは秦漢以来北方遊牧民族である匈奴の
伝統である。つまり，当時漢趙国の統治者は漢
晋以来地方行政制度の名義（司隷校尉，内史）
を継承したと同時に，その祖先の万戸を単位と
する行政組織を立て直した。これは，胡族・漢
族行政体制を組み合わせた新しい地方行政制度
ができたことを示唆している。しかし，この制
度は漢族に強く反発された。『晋書』巻一〇二
劉聡載記に，「漢麟嘉元年（紀元316年），河東
大蝗，（中略），平陽甚飢，司隷部人奔於冀州二
十万戸」などがある。このような原因で，万戸
組織は前趙の劉曜のときに至ると，すべて廃止
されたようである。
このような地方行政制度は十六国のなかで，
普遍的・長期的に存在したシステムではない。
十六国時期のもっとも普遍的に存在した地方行
政制度は「護軍制」である。
護軍制は秦漢に既に存在していた。秦漢時代
においては，中央に軍事要員の「護軍」（護軍
將軍・護軍都尉・中護軍とも呼ばれる）があり，
その職掌は軍隊を「領護」することである。
「領護」の内容について，史料に「護軍前官，
51Sep. 2001 十六国官僚制度研究
十六国官僚制度研究
Page:13無断転載禁止　
武士管籥，典武選，尽護諸軍。」と記載されて
いる26）。護軍は大將軍あるいは魏晋の持節都督
の高級幕僚でもあり，中央近衛軍の出動や諸州
を「都督」するとき，よく護軍を設置する。三
国時期にまだ「雑号護軍」があるが，この種の
護軍は幕僚ではなく，直接に軍隊を指揮する役
職である。
十六国時期の護軍は上述した秦漢三国時代の
護軍から発展してきたものであるが，「護軍」
はすでに軍事官僚から脱皮し，地方行政機構の
名前になり，同時に地方軍政長官の名称として
も使われていた。すなわち，「護軍」は中国古
代地方行政機構である州郡県制を補完する存在
となった。
護軍制は曹魏時期に形成したのである。『三
国志』魏志巻三〇注引く『魏略』西戎伝によれ
ば，後漢建安十九年（紀元214年）夏候淵は仇
池氏酋長の阿貴を破り，扶鳳・美陽で安夷・撫
夷護軍を置き，阿貴の残部を治めた。『元和郡
県図志』巻一雲陽県条に「（雲陽は）東漢旧県，
属左馮翔。魏司馬宣王撫慰関中，罷県，置撫夷
護軍。及趙王倫鎮長安，複罷護軍。劉・石・
符・姚因之。」とある。これによれば，撫夷護
軍は県を撤廃して設置したものであるので，県
レベルの軍政・民政の両方を司る機構であり，
秦漢時代の護軍と異なる性質をもっていると考
えられる。『三国志』魏志巻四少帝紀に，「八月
辛亥，蜀大將軍姜維寇狄道，雍州刺史王経与
戦 西，経大敗，還保狄道城。辛未，以長水校
尉 行安西將軍，与征西將軍陳泰并力拒維。
（中略）冬十月，詔曰，「朕以寡 ，不能式遏寇
虐，乃令蜀賊陸梁辺陲。 西之戦，至取負敗，
將士死亡，計以千數，（中略）其令所在郡典農
及安撫夷二護軍各部大吏慰 其門戸，無差賦役
一年。」とあり，これは護軍が軍政・民政を司
ることを証明する史料である。この史料によれ
ば，安夷護軍と撫夷護軍は兵士を徴発し，護軍
が統轄する人口は賦役を提供する義務がある。
西晋の建国後，戦争が少ないため，護軍制は
新たな発展をとげなかった。十六国時期になる
と，中国は分裂の状態になり，戦争も絶えなか
った。このような情勢のもと，漢族・胡族の政
権は地方行政体制において魏晋以来の州郡県制
をとるほか，軍事管制の性質のある護軍制をも
実施した。たとえば，前趙・後趙に撫夷護軍が
あり27），前涼に武街護軍・石門護軍・候和護
軍・ 川護軍・甘松護軍・枹罕護軍・寧羌護軍28）
があり，前秦には撫夷護軍・中田護軍・馮翔護
軍・宜君護軍・銅官護軍・三原護軍・雲中護
軍・勇士護軍・甘松護軍・土門護軍29）がある。
後秦に撫夷護軍・宜君護軍・銅官護軍・三原護
軍・土門護軍・安夷護軍・安定護軍を設けたこ
とがあり30），後燕は離石護軍31），後涼は中田護
軍・北部護軍32），南涼は邯川護軍が設けたこと
がある33）。西秦は弱水護軍・長城護軍・苑川護
軍を設置し34），北涼は中田護軍35），西涼は撫夷
護軍36）を設置した。夏国に長城護軍・吐京護
軍37），仇池国に二十部護軍がある38）。
十六国時期の諸国のなか，十二の国に護軍が
設置された。これらの護軍はほとんど中国の西
北部に集中する。諸国のなか，特に前秦・後秦
が設置した護軍は数が多く，制度も比較的に完
備であった。前秦・後秦に県と相当する護軍及
び郡と相当する護軍があり，それぞれ固定の管
轄地域をもっていた。
護軍制の具体的を記載する文献資料はきわめ
て少ない。『 太尉祠碑』に，馮翔護軍の管轄
地域と馮翔護軍に所轄された諸民族の名称を記
載している。この石碑によれば，馮翔護軍は和
戎・寧戎・ 城・洛川・定陽の五部を統轄し，
夏陽を「兼領」する。所轄地域に雑戸七千，夷
類十二種がある。護軍の属僚として，護軍司馬，
軍参事（三人），軍門下督（二人），軍主簿（十
一人），軍功曹（二人），軍録事（五人），軍功
曹書佐（一人），功曹書佐（二人）など併せて
百五十人がいる。『 太尉祠碑』に記載された
属僚の内訳を『晋書』巻二四職官志の記載と照
らし合すと，護軍の属僚は護軍将軍の属僚の構
成と似ており，郡守・県令の属僚の構成と異な
ることがわかる。
護軍制は北魏時期まで存続し，太和三年（紀
元457年），北魏は諸部護軍を太守に改め，護軍
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制を廃止し，郡県制を施行した。
護軍制以外に，十六国は地方行政制度におい
てまだ独特の特徴がある。つまり十六国の後秦，
夏国の「大営」制度―城を行政単位として民
を管理する地方行政制度である。
後秦をうち立てた羌族の姚氏はもともと隴右
に住んでいたが，石虎のとき，姚氏は東遷し，そ
の首領の姚弋沖が奮武將軍，西羌大將軍に封じ
られ，政治舞台で活躍するようになった。 水
の戦の後，姚氏は後秦を建立し，前秦の残存で
ある苻登と長期間にわたって戦いを繰り返し
た。『晋書』巻一一六姚萇載記に，「萇既與苻登
相持積年，数為登所敗，遠近咸懷去就之計，唯
征虜斉難，冠軍徐洛生，輔国劉郭単，冠威弥姐
婆觸，龍驤趙悪地，鎮北梁国兒等守忠不貳，並
留子弟守營，供継軍糧，身將精卒，隨萇征伐。
時諸営既多，故號萇軍為大営，大営之號自此始
也。」とある。この記載によれば，営（諸営）
の形成はより早い時期まで遡られるが，「大営」
という称号はおそらく姚氏と苻登との戦争のと
きつくられたのである。諸営，大営は戦争の需
要を応じて設置された軍政・民政両方を司る機
構であると考えられる39）。大営は姚萇とともに
移動し，諸営は軍事要地や鎮堡に駐屯し，諸営
に管轄された人口は「鎮戸」，「堡戸」と呼ばれ
る。
苻登を滅ぼしてから，後秦は名義上の州郡県
制を普及させたが，地方行政の権力は將軍・領
州郡刺史（太守）や都督某州軍事・領州郡刺史
（太守）の称号をもっている皇族あるいは大臣
に握られていた。將軍や都督某州軍事の称号を
持たない刺史，太守は有名無実である。住民も
なお「鎮戸」や「堡戸」と呼ばれ，軍事管制の
下に置かれていた。姚興の後期に至ると，名義
上の地方長官を撤廃し，將軍などの軍事官僚は
直接に「鎮戸」や「堡戸」を統轄するようにな
った。姚興はまだ鉄弗匈奴の勃勃を持節，安北
将軍，五原公と封じ，三交五部鮮卑及び雑虜二
万落を統轄させ，朔方を鎮守させた。このよう
な地方行政制度は「軍鎮」に類似しているが，
史料に「軍鎮」という名称はまだ見あたらない。
夏国は名義上州郡県制を採用し，史料にも
「朔州」，「秦州」などの州名が載せられている
が，地方行政は実際に「城」を単位として行わ
れていたようである40）。後秦及び夏国の地方行
政制度は後魏のとき盛んに設置された「軍鎮」
の雛形である。
Ⅳ おわりに
以上の十六国の官僚制度に対する検討の要点
をまとめたい。
まず，十六国は官僚制度（国家の最高統治者
の称号から地方の官僚の称号まで）において基
本的に魏晋の官僚制度を継承した。しかし，継
承のプロセスは漸進的なものである。各国の創
立者は国を建ててから，次第に中央，地方，軍
事における官僚制度を整備し，高級官僚および
重要な官職は皇族や支配民族の出身者に務めら
れ，漢族も政権に参与したが，中級・下級官僚
のポストにつくのは一般的である。
第二に，一部の五胡政権（漢趙，後趙，後燕，
北燕）は魏晋の官僚制度を継承する同時に，
「単于台」制を設立し，「万戸」を単位として五
夷及び百蛮を統轄する。単于台は首都あるいは
その近辺に設置され，単于台の職は皇位の継承
者に任命される。「単于台」制は「胡漢分治」
制度の一環である。
第三に，護軍制と大営のような「城を以て民
を統べる」地方行政制度は十六国時期における
官僚制度の特色の一つである。このような制度
は軍鎮制の雛形であり，軍事管制の性質をもつ
制度である。
十六国の官僚制度は次のような三つのパター
ンにわけられる。
まずは魏晋官僚制度を全面的に継承した類型
である。前涼，西涼，成漢，北涼，後涼，南燕
はその代表で，これらの諸国はほとんど漢族と
密接の関係をもっている。前涼，西涼は漢族が
うち立てた国であり，北涼，後涼は漢族が創立
した前涼から独立した国である。
前秦，後秦，前燕，西秦，南涼が代表する第
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二の類型については，建国の初期，これらの国
の官僚制度に胡族の要素と漢族の要素が混じり
合い，その後，次第に魏晋の官僚制度を取り入
れ，支配体制を完成した。
漢趙，後趙，後燕，北燕，夏国の諸国の官僚
制度に濃厚の匈奴族の伝統が存在する一方，部
分的に魏晋の官僚制度を取り入れた。これは第
三のパターンである。
要するに，十六国の諸国はいずれも短命の王
朝であるが，この時期の官僚制度は上を承け，
下を起こし，中国政治制度史において重要な課
題である。
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〔付　記〕
周偉洲教授は，1940年中国広東省開平市に生まれ，
現在は陜西省西安市に所在する西北大学歴史研究室教
授であり，中国魏晋南北朝史学会会長，中国民族学会
副会長の要職をになわれている中国歴史学界の重鎮で
ある。主要著書の『吐谷渾史』，『唐代党項』，『西北民
族史研究』，『陜西通史　民族巻』などをはじめ，100本
を超える学術論文を公刊されている。今回，紹介した
「十六国官僚制度研究」は，阪南大学国際交流センター
1999年度共同研究プロジェクト『秦漢魏晋南北朝官印
研究』の成果報告の一部である。
（2001年５月21日受理）
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